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をプロトンと電子に分解する反応（ H2 ⇆ 2H+ + 2e -）を触媒する。この酵素は、活性
中心が酸素 O2に対して不安定で、好気下では酵素活性を消失することが知られてい
た。しかし、 2018年に樋口らにより Citrobacter sp. S-77の [NiFe]ヒドロゲナーゼは酸
素に対して耐性を持つことが報告された。寺田氏は、分子動力学法と熱力学的積分法
に基づくリガンド結合自由エネルギー計算により、プロキシマルクラスターと呼ばれ






るため、クラスターに配位した水酸イオン OH -が約７ kcal/mol 安定化されており、そ
れが酸素耐性の構造的要因であることを示した。この内容をまとめた論文は、 J. Phys. 
Soc. Jpnに掲載予定である。




際に、そのアミノ酸を加水分解により取り外す反応も触媒する。 LeuRS、 IleRS、 ValRS
は同じクラスに分類される aaRSではあるが、生化学的な手法による変異実験の結果、
エディティング反応の反応機構に違いがあることが示唆されていた。寺田氏は、 
QM/MM分子動力学計算をおこない、 LeuRSは tRNAのリボースの 3’-OHが求核剤生
成の塩基として機能しているのに対して、 ValRSと IleRSでは、リボース 3’-OHと共
に加水分解部位近傍に存在する酵素自身のアスパラギン酸のカルボキシラートアニ
オンも塩基として機能している事を示した。
３．真正細菌や古細菌はグルタミン（ Gln）を tRNAGln に直接付加するアミノアシ



































また、 2021年 1月 27日に論文内容およびこれに関連する事項について試問を行っ
た結果、合格と判定した。



